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　第５１回つべつ夏まつりが、７月６日・７日の二日間、津
別河岸公園で開催されました。
　今年の夏まつりは、６日の前夜祭は、あいにくの雨でしたが、
７日の本祭は好天に恵まれ、多くの来場者でにぎわいました。

つ つべ

夏まつり

素晴らしい歌声を披露する徳原海

会場を沸かせるお笑い芸人・AMEMIYA

子どもたちに大人気のスマートボール

もちまき大会

川のぼり大会夜空を彩る打ち上げ花火

焼き鳥

盛り上がる津高生達の野外ライブ

乗馬体験 大きな踊り手の輪をつくった千人おどり
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第７４回社会を明るくする運動
「ふれあい町民のつどい」兼「津別町連合PTA研修会」

　７月１２日、「ふれあい町民のつどい」兼「津別町連
合 PTA 研修会」が中央公民館で開催されました。講師
に今井健剛さん（網走刑務所調査官）を招き、「犯罪及
び少年非行の動向と社会復帰」と題する講演に参加者
は熱心に耳を傾けていました。

津中野球部を激励
野球部代表が表敬訪問

　７月９日、第４１回全日本少年軟式野球大会北海道
大会への参加に向け、津中野球部を代表してキャプテ
ンの加藤央

て ら
羅さんが近野教育長を表敬訪問しました。

なお、７月１３日から行われた全道大会では、準々決
勝まで勝ち進み、結果はベスト８となりました。

青春時代の心に残る思い出に
第６６回津高祭を開催

　７月５日～６日、津高祭が開催されました。１日目
には、5 年ぶりに復活したさんさん館でのよさこい演
舞が披露され、多くの人で賑わい、夜には花火が打ち
上がりました。２日目は、合唱コンクール、ステージ
発表、縁日などで祭りを盛り上げました。

▶（
右
か
ら
）森
本
校
長
、古
田
教
諭
、加
藤
央て
ら羅

さ
ん
、
近
野
教
育
長

大地と海をつなぐ植樹
網走川流域農業・漁業連携推進協議会による植樹

　６月２２日、豊かな自然を未来に残すことの大切さ
と、海と大地に関わる産業の共存と共生を目的として、
網走川流域農業・漁業連携推進協議会による植樹が行
われました。関係者２４０名が参加し、広葉樹３００本
を津別川流域の最上地区に植樹しました。

元気いっぱいに楽しむ
こどもの杜で運動会を開催

　６月２２日、認定こども園こどもの杜で運動会が開
催されました。混雑を緩和するため、クラスごとに開
催されましたが、体操「わいわい運動会」や紅白リ
レーなど各クラスで大いに盛り上がり、金メダルを受
け取った子どもたちは、笑顔を見せていました。

開館１周年を祝うハーモニー
津別町図書館開館１周年記念コンサート開催

　６月２９日、ウッドリームで、北見室内管弦楽団
による図書館開館１周年記念黄昏ボランティアコン
サートが開催されました。この１年間の来館者数は約
３万３, ０００人で、旧図書室（令和４年４月～令和５
年３月）と比べて、９. ４倍の方が訪れていました。

ヒグマの出没に備えて
ヒグマ出没対応合同訓練

　７月２日、北見方面美幌警察署と津別町が「ヒグマ出
没対応合同訓練」を開催しました。美幌警察や消防職員、
役場職員、猟友会らが参加し、豊永付近で出没したヒグ
マに対し、地域住民に対する避難誘導や爆竹での追い払
い、射撃位置と射角の確認などの想定訓練を行いました。

上空からふるさとを眺めて
津別町ふるさと教育チャーター事業

　７月２０日、津別町ふるさと教育チャーター事業として、
津別中学校２年生が女満別空港から津別町上空飛行体験
と、女満別空港での職場体験を行いました。
　体験した中学生は、「上空からまちを滅多に見ることがな
いので感動しました」と笑顔で話してくれました。
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いそだ　しゅう　さん／平成１３年生まれ／
津別町役場　勤務

今
年
の
４
月
か
ら
津
別
町
役
場

に
勤
務
し
て
い
る
新
人
職
員

の
礒
田
さ
ん
。
保
健
福
祉
課
福
祉
係

に
配
属
さ
れ
、
障
が
い
者
手
帳
の
申

請
受
付
業
務
や
、
生
活
保
護
に
関
す

る
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

置
戸
町
出
身
の
礒
田
さ
ん
は
、

小
・
中
学
生
の
と
き
は
サ
ッ
カ
ー

で
、
北
見
北
斗
高
校
に
進
学
後
は
、

卓
球
部
で
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
は
名
寄
市
立
大
学
に

進
学
し
、
栄
養
士
、
管
理
栄
養
士
の

資
格
取
得
し
た
そ
う
で
す
。

大
学
卒
業
後
は
、
置
戸
町
に
戻
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
公
務
員
に

な
り
た
い
と
い
う
希
望
か
ら
、
近
隣

で
あ
る
津
別
町
を
志
望
し
ま
し
た
。

現
在
の
目
標
は
、
業
務
を
早
く
覚

え
る
こ
と
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と

の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

礒
田
さ
ん
の
趣
味
は
、
ゲ
ー
ム
を

し
た
り
友
達
と
サ
ウ
ナ
に
行
く
こ
と

だ
そ
う
で
す
。
連
休
な
ど
ま
と
ま
っ

た
休
み
が
取
れ
た
際
は
、
旭
川
や
札

幌
に
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
た
い
そ
う
で

す
。

青 春
くろーずあっぷ

青春クローズアップの
編集者から一言

蒲
がもう
生 優

まさ と
斗

　６月１８日に職場実習生として住民企
画課の仕事を体験した蒲生さん。今回の
青春クローズアップは、蒲生さんが原稿
を書き上げました。編集を終えての感想
などをご紹介します。

さん

Profile

津別町出身
津別高等学校３年生
趣味　読書
特技　サッカー

◆取材をした感想は？
　聞いた話を文章にまとめるのが難しいと感じ
ました。

◆編集時のポイントは？
　読む方に伝わりやすい文章を考えて編集しま
した。

◆役場の仕事を体験した感想は？
　堅いイメージだったけど、皆さん親切で話し
かけやすく、雰囲気の良い職場でした。

◆今後の目標は？
地元である津別町のことに関心を持ちなが

ら、自分の進路に向けて一生懸命勉学に励もう
と思っています。

さん

早く仕事を覚えて役に立ちたい
礒田　珠生　

やました　まさこ　さん/昭和３年、美都生まれ/
９５歳/活汲在住

さん

健康の秘訣はゲートボール	
山下　昌子　

来月は

になります。

＃ 551

山
下
昌
子
さ
ん
は
５
人
姉
弟
の

長
女
と
し
て
美
都
の
農
家
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
教
室

１
つ
に
先
生
１
人
で
全
学
年
を
教
え

る
小
さ
な
学
校
で
過
ご
し
、
卒
業
後

は
尋
常
小
学
校
高
等
科
（
現
在
の
中

学
校
に
当
た
る
）
に
進
学
。
夏
は
自

転
車
で
冬
は
歩
い
て
、
４
㎞
を
通
学

し
て
い
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
美
幌
実
科
女
学
校
に
進

学
し
ま
し
た
が
、
戦
時
中
で
あ
っ
た

た
め
、
国
家
総
動
員
法
に
よ
り
勤
労

動
員
が
行
わ
れ
、
亜
麻
工
場
で
働
き

な
が
ら
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
は
そ
の
後
、
23
歳
で
活

汲
の
農
家
に
嫁
ぎ
、
３
人
の
子
ど
も

に
恵
ま
れ
ま
す
。

「
昔
は
機
械
や
農
薬
な
ど
は
な
く
、

農
作
業
は
馬
や
手
作
業
で
や
っ
て
い

た
こ
と
が
本
当
に
大
変
だ
っ
た
」
と

当
時
の
苦
労
を
述
懐
し
ま
す
。

時
に
は
、
大
凶
作
で
米
や
野
菜
が

穫
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
生
活
が
苦

し
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

丸
玉
木
材
㈱
か
ら
冬
期
間
の
仕
事
を

受
け
る
た
め
、
近
隣
農
家
と
共
に
丸

農
会
を
結
成
し
、
働
き
続
け
る
こ
と

で
収
入
が
確
保
で
き
、
大
凶
作
を
乗

り
切
っ
た
そ
う
で
す
。

平
成
15
年
に
離
農
し
、
新
た
な
趣

味
と
し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
ま

す
。
毎
日
の
よ
う
に
練
習
に
通
い
、

町
内
大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。95
歳
に
な
っ
た
現
在
で
は
、

練
習
の
頻
度
は
減
り
ま
し
た
が
、
月

に
１
～
２
回
ほ
ど
大
会
に
参
加
し
、

参
加
選
手
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
て

い
る
そ
う
で
す
。

平
成
28
年
に
ご
主
人
を
病
気
で
亡

く
し
て
か
ら
は
、
美
幌
町
に
住
む
娘

夫
婦
に
協
力
し
て
も
ら
い
な
が
ら
生

活
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
症
予

防
の
た
め
日
記
を
つ
け
た
り
、
最
近

は
ミ
ズ
ナ
ラ
倶
楽
部
（
通
所
型
介
護

予
防
事
業
）に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
ミ
ズ
ナ
ラ
倶
楽
部
で
脳
ト
レ
や

軽
体
操
を
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
趣
味

で
あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
い

き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

温 故 知 新

消
費
税
等
の
中
間
申
告

個
人
事
業
者
の
方
で
、
前
年
分
の
確
定

消
費
税
額
が
48
万
円
を
超
え
る
方
は
、
税

務
署
に
中
間
申
告
書
を
提
出
す
る
と
と
も

に
、
消
費
税
額
お
よ
び
地
方
消
費
税
額
の

納
付
が
必
要
で
す
。

こ
の「
前
年
分
の
確
定
消
費
税
額
」と
は
、

前
年
分
（
令
和
５
年
分
）
の
確
定
申
告
に

よ
り
確
定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
を
い
い
、

修
正
申
告
も
し
く
は
期
限
後
申
告
等
が
行

わ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
確

定
し
た
消
費
税
の
年
税
額
を
言
い
ま
す
（
地

方
消
費
税
は
含
み
ま
せ
ん
）。

中
間
申
告
の
方
法

次
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
、
い
ず
れ
か

の
方
法
で
申
告
が
で
き
ま
す
。

①
前
年
実
績
に
よ
る
中
間
申
告

②
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間
申
告
（
事
業
状

況
が
前
年
と
著
し
く
異
な
る
場
合
な
ど

の
と
き
）

申
告
と
納
付
期
限

確
定
消
費
税
の
額
（
地
方
消
費
税
分
を

除
く
額
）
が
48
万
円
を
超
え
、
４
０
０
万

円
以
下
の
方
は
、
９
月
２
日
（
月
）
ま
で

に
申
告
・
納
付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
の
振
替
日
は
、

９
月
30
日
（
月
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
収
納
係

10
番
窓
口　
　

☎
77
―
８
３
７
６

暮らしを支える

税
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実
施
期
間

７
月
21
日（
日
）～
８
月
20
日（
火
）

運
動
の
重
点
目
標

●
暴
力
団
の
違
法
な
資
金
獲
得
活

動
の
実
態
周
知
と
被
害
防
止

●
少
年
に
対
す
る
暴
力
団
の
影
響

排
除
と
環
境
の
浄
化

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー

北
見
支
局

☎
０
１
５
７
―
61
―
５
９
８
２

全
て
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

は
、
提
出
期
間
内
に
現
況
届
を
役

場
に
提
出
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
手

当
額
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
停
止

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
間

８
月
１
日（
木
）～
８
月
30
日（
金
）

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
係

６
番
窓
口

☎
77
―
８
３
８
１

「
北
方
領
土
返
還
要
求
強
調
月

間
」
に
伴
い
、
北
方
領
土
返
還
要

求
の
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
次
の
場
所

に
設
置
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

設
置
期
間

８
月
１
日（
木
）～
８
月
30
日（
金
）

設
置
場
所

役
場
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー

※
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
政
府
要
求
・
請

願
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

庶
務
係

26
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
１

令
和
６
年
度
の
定
額
減
税
に
お

い
て
、
減
税
を
十
分
に
受
け
ら
れ

な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
に
対
し

て
、
そ
の
差
額
を
調
整
の
う
え
給

付
を
行
い
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
７
月
下
旬
か

ら
順
次
確
認
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
確
認
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
本
人
確
認
書
類
等
を
貼
付
の

う
え
、
申
請
期
限
ま
で
に
税
務
収

納
係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

令
和
６
年
10
月
31
日（
木
）ま
で

対
象
者
や
支
給
額
な
ど
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
給
付
に
関
し
て
メ
ー

ル
等
で
個
人
情
報
の
入
力
を
求
め

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
殊
詐

欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
収
納
係
10
番
窓
口

☎
７
７
―
８
３
７
６

　
　
　

８
月
～
９
月
は
、台
風
の
発
生
、

突
風
被
害
、
豪
雨
な
ど
の
自
然
災

害
に
よ
る
交
通
規
制
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
今
年
度
は
、
す
で
に
各
地

で
大
雨
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。大

雨
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
や
土

砂
崩
れ
等
に
、
走
行
中
の
自
身
の

車
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
日

ご
ろ
か
ら
天
気
予
報
や
避
難
経

路
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
急
な
自
然

災
害
が
発
生
し
て
も
落
ち
着
い
て

行
動
が
で
き
る
よ
う
事
前
の
準
備

が
大
切
で
す
。

国
土
交
通
省
気
象
庁

https://w
w

w
.jm

a.
go.jp/jm

a/index.htm
l

津
別
町
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

h
ttp

s://w
w

w
.to

w
n

.
tsubetsu.hokkaido.jp/kurashi_
tetsuzuki/bosai_
anzenanshin/6/1369.htm

l

自然災害による
交通被害に注意

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。
内容については、各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

地域
安全 交通安全

情報
交通安全交通安全

住民環境係
12番窓口　
☎77―8377

　札幌市内を中心に手交型のオレオレ
詐欺が連続発生しています。詐欺の手口は、「息子
をかたって、不倫相手を妊娠させた慰謝料（中絶費
用など）を請求する」「JR 駅に呼び出し、現金を手
渡しさせる」という内容です。
　このような不審な電話を受けた際は、一度電話を
切って冷静になり、相手からの電話番号ではなく自
分が把握している家族の電話番号に電話し、詐欺か
どうか確認するようにしましょう。
　困った時は、警察相談ダイヤル「＃９１１０」に
相談することを心掛けてください。　

オレオレ詐欺
に要注意

８
月
は
「
町
道
民
税
」「
介
護

保
険
料
」
第
２
期
、「
国
民
健
康

保
険
税
」「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
」
第
３
期
の
納
付
月
で
す
。

納
付
期
限
は
９
月
２
日（
月
）で

す
。口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

引
落
口
座
の
残
高
の
ご
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
収
納
係

10
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
６

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛

生
士
や
作
業
療
法
士
、
皮
膚
ケ
ア

看
護
師
が
お
子
さ
ま
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象生

後
２
か
月
か
ら
就
学
前
の
お

子
様
と
そ
の
保
護
者

日
程８

月
19
日
（
月
）

受
付
時
間

午
前
９
時
～
10
時
ま
で

会
場健

診
ホ
ー
ル

内
容身

長
体
重
測
定
、
保
健
相
談
、

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
療
育

相
談
、
ス
キ
ン
ケ
ア
相
談

持
ち
物

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯

の
健
康
ノ
ー
ト
と
普
段
使
用
し
て

い
る
歯
ブ
ラ
シ
（
歯
の
相
談
希
望

が
あ
る
場
合
）

そ
の
他

予
約
は
不
要
で
す
。
当
日
、
受

付
時
間
内
に
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
（
対
象
と
な
る
方
に
は
個
別

に
案
内
を
送
っ
て
い
ま
す
。
案
内

が
届
い
た
場
合
は
案
内
文
に
記
載

さ
れ
て
い
る
時
間
内
に
お
越
し
く

だ
さ
い
）。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
係

７
番
窓
口

☎
77
―
８
３
８
０

　
　

日
常
生
活
で
、
何
か
悩
み
ご
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

町
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
い
る
「
よ

ろ
ず
相
談
委
員
」
が
、
行
政
、
民

事
、
そ
の
他
の
心
配
ご
と
に
つ
い

て
、
広
く
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
委
員
の
自
宅
で
の
相
談
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。

日
時８

月
16
日
（
金
）

午
後
１
時
～
３
時

場
所役

場
１
階

中
ホ
ー
ル

相
談
委
員

大
場
建
男
さ
ん

松
田
真
理
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

住
民
環
境
係

12
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
７

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
公

証
週
間
で
す
。
公
証
制
度
を
広
く

国
民
の
間
に
普
及
さ
せ
る
た
め
、

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時10

月
１
日
（
火
）
～
７
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午
ま
で

午
後
１
時
～
４
時
30
分
ま
で

内
容遺

言
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
公

証
事
務
全
般

問
い
合
わ
せ
先

日
本
公
証
連
合
会
本
部

☎
03
―
３
５
０
２
―
８
２
３
９

商工観光係
19番窓口
☎77－8388

消費生活
相談
Q A＆

QＡ

津別町消費生活
トラブ	ル2023

津別町消費生活
トラブ	ル2023

霊感商法トラ
ブルについて
の法改正編

相談事例編

光
回
線
の
変
更
に
ご
注
意
！

美幌町消費
生活センター
☎・ＦＡＸ
７２―０３６６
月～金曜日
（祝祭日を除く）
午前10時～
午後4時

「
家
で
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
い
な
い
な
ら
、
光
回

線
か
ら
従
来
の
固
定
電
話(

ア
ナ
ロ
グ)
に
戻
す
こ

と
で
、
今
よ
り
月
額
料
金
が
安
く
な
る
」
と
通
信
業
者
を
名
乗

る
男
性
か
ら
電
話
勧
誘
が
あ
っ
た
。
安
く
な
る
な
ら
良
い
と
思

い
、
疑
う
こ
と
な
く
契
約
し
た
。
し
か
し
後
日
、
変
更
前
よ
り

高
額
な
請
求
書
が
届
き
、
内
容
確
認
の
た
め
業
者
へ
電
話
を
し

た
と
こ
ろ
「
主
契
約
の
他
に
サ
ポ
ー
ト
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

キ
チ
ン
と
説
明
も
し
て
い
る
し
、
録
音
も
し
て
い
る
。
異
議
が

あ
る
な
ら
裁
判
で
︰
」
と
、
以
前
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
高
圧

的
な
態
度
で
対
応
さ
れ
た
た
め
、
仕
方
な
く
高
額
な
違
約
金
を

支
払
い
解
約
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
は
増
え
て
い

る
の
か
。

は
い
、
近
年
高
齢
者
を
狙
っ
た
「
ア
ナ
ロ
グ
戻
し
」
に
よ

る
被
害
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
様
々
で
す
が
、

手
続
き
代
行
や
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
と
し
て
高

額
な
請
求
を
す
る
と
い
う
の
が
一
般
的
で
す
。
勧
誘
を
受
け
た
際
は
、

相
手
の
言
葉
や
態
度
を
う
の
み
に
せ
ず
、
内
容
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た

う
え
、
慎
重
に
契
約
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
少
し
で
も
怪
し
い
な

と
思
っ
た
際
は
、
家
族
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

まちづくりに対する疑問、ご意見をお寄せ
ください。
住民企画課企画係14番窓口　
☎77－	8374　FAX	76－	2976

せ
ら
知
お

せせせせせせ
ら
知
お

せせせせせ

夏
の
暴
力
追
放
運
動
を

実
施
中
で
す

８
月
の
納
税
・
保
険
料

納
入
期
限
の
お
知
ら
せ

乳
幼
児
相
談
会
の

お
知
ら
せ

よ
ろ
ず
相
談
の

お
知
ら
せ

第
34
回
﹁
公
証
週
間
﹂

電
話
相
談
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

北
方
領
土
返
還
要
求

署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

定
額
減
税
補
足
給
付
金

（
調
整
給
付
）
に
つ
い
て
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「
子
ど
も
の
人
権
相
談
強
化
週

間
」
の
期
間
中
は
、
相
談
時
間
を

延
長
し
て
対
応
し
ま
す
。

専
用
電
話
相
談

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
０
１
２
０
―
０
０
７
―
１
１
０

（
子
ど
も
用
・
全
国
共
通
）

実
施
期
間

８
月
21
日
（
水
）
～
27
日
（
火
）

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
８
月
24
日（
土
）・25
日（
日
）は

午
前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
担
当
者

●
釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

所
属
の
人
権
擁
護
委
員

●
釧
路
地
方
法
務
局
職
員

実
施
機
関

●
釧
路
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

●
釧
路
地
方
法
務
局

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課

☎
０
１
５
４
―
31
―
５
０
１
４

（
人
権
擁
護
課
直
通
）

北
海
道
心
身
障
が
い
者
総
合
相

談
所
の
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
通
常
は
札
幌
の
相
談
所
で
し

か
行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
近
隣
で
相

談
で
き
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
の

福
祉
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
対
象
者

①
18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
で

電
動
車
い
す
等
の
直
接
判
定
を

要
す
る
補
装
具
の
交
付
を
希
望

す
る
方

②
18
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者
で

療
育
手
帳
の
新
規
ま
た
は
再
判

定
を
希
望
す
る
方

③
そ
の
他
、
専
門
的
判
定
を
必
要

と
す
る
方

開
催
日

10
月
22
日（
火
）・
23
日（
水
）

開
催
場
所

北
見
市
総
合
福
祉
会
館

（
北
見
市
寿
町
３
丁
目
４
―
１
）

※
次
回
開
催
予
定

令
和
７
年
１
月
21
日
（
火
）

（
場
所
：
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
）

令
和
７
年
１
月
22
日
（
水
）

（
場
所
：
北
見
市
総
合
福
祉
会
館
）

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
係

６
番
窓
口

☎
77
―
８
３
８
１

対
象
者

身
体
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、

発
達
障
が
い
の
あ
る
方

訓
練
科
目

建
築
デ
ザ
イ
ン
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
機

械
科
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
総
合
実
務
科

願
書
受
付
期
間

10
月
１
日（
火
）～
10
月
21
日（
月
）

選
考
試
験
日

11
月
５
日（
火
）

選
考
場
所

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力　
　

開
発
校（
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

試
験
内
容

国
語
、
数
学
、
面
接

問
い
合
わ
せ
・
願
書
請
求
先

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
幌

☎
73
―
３
５
５
５

・
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力　
　

開
発
校（
砂
川
市
焼
山
60
番
地
）

☎
０
１
２
５
―
52
―
２
７
７
４　
　

受
付
期
間

７
月
１
日（
月
）～
８
月
16
日（
金
）

学
歴Ａ

区
分
～
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）等
の

卒
業
者

Ｂ
区
分
～
Ａ
区
分
以
外
の
方

年
齢平

成
４
年
４
月
２
日
～
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

第
一
次
試
験

９
月
22
日（
日
）

問
い
合
わ
せ
先

美
幌
警
察
署

☎
72
―
０
１
１
０

第４回つべつウッドロス
マルシェについて

　第４回つべつウッドロスマルシェを開催します。詳
しくは本誌折り込みチラシをご覧ください。

日時　８月１７日（土）
　　　午前９時～正午

場所　津別町木質バイオマスセンター
　　　（津別町字達美２１３番地１）

問い合わせ先
再エネ推進係　１７番窓口　☎７７－８３８７

　町では、より多くの方に気軽に広報紙を読んでもらえるよう、広報紙閲覧アプリ「マチイロ」を導入しています。
　町民の方はもちろん、町外の方も手軽に読むことができるので、ライフスタイルに合わせてぜひご活用くだ
さい。また、「議会報つべつ」もご覧いただけます。

アプリ「マチイロ」で広報紙を配信中

ダウンロードはこちらから

津別町を登録してみよう！
①スマホやタブレットでアプリ
　「マチイロ」をインストール

②アプリを起動し、「エリア選択」
　の画面で津別町に設定

※アプリの使用は無料ですが、アプリや

　広報紙をダウンロードするときは、通

　信料が必要です。

問い合わせ先　企画係　14番窓口　☎77―8374

地域の安心と笑顔を守る

津別消防団

消防団員募集
　津別消防団では、消防団員を募集しています。現在、津別の団員が足りない状況です。津別町を守るため、

一緒に活動してみませんか！

●消防団とは
　市町村に設置される公の機関で、消防署と連携　

　して活動します。

●消防団員の身分
　消防団員は権限と責任を有する非常勤特別職の

　地方公務員です。

●活動内容
　消火活動はもちろん、地震や風水害など大規模

　災害時の救助・救出等に当たります。また、平

　常時は各種訓練や予防活動を行っています。

●消防団員の処遇
　消防団活動に対して、支払われる報酬や、在団

　五年以上の方に支払われる、退職報償金などが

　あります。また、活動中の怪我等に対する公務

　災害補償制度もあります。

●入団資格
▶津別町に居住している人（令和６年４月１日

　より、町外に居住している人でも勤務地が津別

　町であれば入団できます）

▶年齢 18歳以上の心身ともに健康な人

●その他
　男性消防団員、女性消防団員ともに募集してい

　ます。

問い合わせ先
　津別消防署　総務担当　☎７６―２１８９

タウンニュースつべつにて、消防団について放

送されています。ぜひご覧ください。

こ
ど
も
の
人
権
相
談

強
化
週
間

北
海
道
心
身
障
が
い
者

総
合
相
談
所
の
巡
回
相
談

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

令
和
７
年
度
訓
練
生
募
集

令
和
６
年
度
（
第
２
回
）

北
海
道
警
察
官
採
用
試
験

集
募
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公営住宅
入居者募集

８月７日（水）～１４日（水）
(土日・祝日を除く)

建設課住宅係　2階20番窓口

①現に同居し、又は同居しようとする親族等がある方(単身者向け
　住宅除く)

②入居者及び同居者の合算所得が、認定収入額の基準内であり、住宅に困窮している方
　(下記の世帯人数別の年間所得額一覧表を参照)

③入居者及び同居者、又は同居しようとする親族等が、暴力団員による不当な行為の防止
　等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員ではないこと

募集期間

受付場所

今回公募する公営住宅（入居時期８月下旬）

提出書類

入居にあたっての留意事項

入居資格

住宅区分 区　　分 世帯区分
1人 2人 3人 4人 5人

町営住宅
(所得上限)

通常の入居者 1,896 2,276 2,656 3,036 3,416
入居の特例 2,568 2,948 3,328 3,708 4,088

特定公共
賃貸住宅

所得下限(50歳未満) 1,896
所得下限(45歳以下) 1,856 2,236 2,616 2,996
所得下限(45歳以上) 2,276 2,656 3,036 3,416

所得上限 3,108 6,224 6,604 6,984 7,364

入居申込される方が津別町民の場合
①入居申込書（ＨＰからダウンロード可）
②マイナンバー提供書（ＨＰからダウンロード可）

※上記所得金額を超える場合でも控除額等により入居可能な場合があります。
※入居の特例は障がいのある方などが入居される場合に適用されます。

単位：千円

津別町HP 住宅情報

( 参考 ) 世帯人数別の年間所得額一覧表

入居申込される方が津別町民ではない場合
①入居申込書（ＨＰからダウンロード可）
②入居予定者全員の住民票
③滞納のないことの証明書
④入居予定者の所得が確認できるもの

①犬・猫等ペットの飼育はできません。
　( 一時預かりの場合も禁止です )
②入居が決定したときは、3ヶ月分の家賃に相当
　する金額を敷金として納付していただきます。
③独立の生計を営み、入居申込者と同程度以上
　の収入を有する連帯保証人１名が必要です。
④入居後の各種手続きについては、ご自身で行っ
　ていただきます。
入居申込・問い合わせ先　建設課住宅係20番窓口　☎７７―８３９０

町営住宅

団地名 住　　所 建設年度/規模 家　　賃 駐車場 共益費 入居区分

まちなか団地 旭町１１番地１ Ｈ22/1LDK 16,700円～
24,800円

1台分
(300円) 600円 単身用

【
航
空
学
生
（
海
・
空
）
１
次
】

応
募
資
格

高
卒
者
（
見
込
み
含
）

※
海
：
23
歳
未
満

　
　

空
：
24
歳
未
満

受
付
期
間

７
月
１
日（
月
）～
９
月
５
日（
木
）

試
験
日
・
会
場

９
月
16
日
（
月
）
美
幌

【
一
般
曹
候
補
生
１
次
】

応
募
資
格
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歳
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上
33
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未
満
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付
期
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７
月
１
日（
月
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９
月
３
日（
火
）

試
験
日
・
会
場

９
月
20
日
（
金
）
北
見　
　
　
　
　
　
　

９
月
21
日
（
土
）
北
見

【
自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）】

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

※
予
定
日
以
外
の
試
験
日
に
つ
き

ま
し
て
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
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試
験
日
・
会
場
（
男
子
）

９
月
23
日
（
月
）
美
幌　
　
　

９
月
24
日
（
火
）
美
幌

試
験
日
・
会
場
（
女
子
）

９
月
25
日
（
水
）
美
幌

【
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

生
１
次
】

応
募
資
格

高
卒
者
（
見
込
み
含
）

※
21
歳
未
満

受
付
期
間

７
月
１
日（
月
）～
10
月
２
日（
水
）

試
験
日
・
会
場

10
月
12
日
（
土
）
帯
広

【
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

１
次
】

応
募
資
格

高
卒
者
（
見
込
み
含
）

※
21
歳
未
満

受
付
期
間

７
月
１
日（
月
）～
10
月
11
日（
金
）

試
験
日
・
会
場

10
月
19
日
（
土
）
帯
広

【
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衛
大
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校
学
生
１
次
】

応
募
資
格

高
卒
者
（
見
込
み
含
）

※
21
歳
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満
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付
期
間

７
月
１
日（
月
）～
10
月
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日（
木
）
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験
日
・
会
場

11
月
２
日
（
土
）
北
見

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
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地
方
協
力
本
部

北
見
地
域
事
務
所

☎
０
１
５
７
―
23
―
６
８
２
６

募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
受
付
時
間
正
午
～
午
後
８
時
）

　
　

０
１
２
０
―
０
６
３
―
７
９
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/obihiro/

給食センターで働く　　　　　　
職員を募集募集職種

学校給食センター
パートタイム会計年度任用職員

●募集人員
　１名

●応募資格
60 歳までの健康な方

　(未経験者可)

●勤務場所
津別町学校給食センター
●報酬　
　時給１，１０２円
●勤務時間
　午前７時 45 分から正午まで
　※人員の関係で、終日の勤務になる場合もあります。
　※夏休み、冬休み等給食を要しない日は、勤務あ
　りません。
●雇用期間
　令和６年９月１日～令和７年３月 31 日（継続更
　新あり）　　　　

●勤務内容
　学校給食の調理、調理場の清掃など

●社会保険等
　雇用保険、労災保険に加入

●提出書類
　履歴書（市販・写真添付）
　※提出書類は返却できませんので、ご承知願いま
　す。履歴書の情報は、採用審査のみに使用するも
　のとします。

●申込先
　〒０９２―０２３５
　津別町字幸町 69 番地 1
　津別町教育委員会　学校給食センター 
　学校給食係

●応募期間
　８月 20 日 ( 火 ) まで
　※上記期限までに、提出書類を持参又は郵送（必着）

問い合わせ先 津別町学校給食センター　☎ 76―２４０１

※
先
月
か
ら
の
変
更
点
に
右
線
を

付
け
て
い
ま
す
。

陸
・
海
・
空
自
衛
隊

募
集
お
知
ら
せ



広報つべつ　2024年 8月号広報つべつ　2024年 8月号 1415

道路工事のお知らせ
　このたび、交差点の円滑な通行を目的として、道路の一部拡幅を
行う「屈斜路津別線 ( 防交 311）交安工事」に着手します。　
　工事期間においては、施工状況により片側交互通行となる期間が
ありますので、ご協力をお願いします。なお、その際は、工事区間
の前後に交通誘導員を配置しますので、ご不明な点があればお尋ね
ください。
　また、工事についてお気づきの点がございましたら、下記施工業
者までご連絡ください。

工事期間：令和６年７月下旬～１２月中旬を予定

受注業者：大和谷工業㈱
　　　　　　担当者：浪岡　直樹
　　　　　　電話：0157-36-5666
　　　　　　携帯：090-7053-9763
発 注 者  ：オホーツク総合振興局網走建設管理部 事業課 道路第２
          　　 電話：0152-41-0740　　　　　

大通地区コミュニティ施設
（ウッドリーム）

工
事
区
間

Ｌ
＝
82
・
84
ｍ

津別の夏を楽しもう

※両イベントとも、雨天の場合は翌日に延期します。なお、翌日が雨天の場合は中止となります。

●開催日 ●開催日

●時　間 ●時　間

●場　所 ●場　所

●主な催し
●主な催し

午後３時～８時 午後６時３０分～９時

問い合わせ先
各実行委員会
事務局

（さんさん館）　
☎77－3771

多目的活動センター
（さんさん館）

津別神社境内

屋台、縁日、舞台イベン
ト、行灯、短冊装飾、他

屋台、子ども盆踊り、大
人盆踊り、仮装盆踊り、
かき氷早食い大会、お
楽しみ抽選会、他

８月 ８月３日 15日（土） （木）
つべつ七夕まつり つべつ納涼盆おどり大会

北海道シェイクアウト訓練
を実施しませんか？

９月６日（金） 午前１０時００分

任意の場所にて実施

訓練の時刻になったら、各人が地震の揺れから身を守る安全行動
「まず低く」「頭を守り」「動かない」をいっせいに実施（１～２分程度）

北海道のウェブサイトをご確認ください

北海道シェイクアウト訓練 検索

日　　時
場　　所

参加方法
訓練内容

シェイクアウトとは、2008 年に米国カリフォルニア州で始まった、地震を想定して参
加者が一斉に行動するという新しい形の訓練です。
　道では、2012 年から実施しており、昨年度は、約 12 万人の多くの方々に参加いただきました。
この機会に「災害時には自らの身の安全は自ら守る」という防災の基本をご理解いただき「まさか」
の災害時に備えましょう。

二次元コード
はこちら▶



広報つべつ　2024年 8月号広報つべつ　2024年 8月号 1617

各種医療費助成事業の受給者証は届いていますか
　町では、北海道と共同で医療費の助成事業を実施していますが、受給者証は毎年７月に
更新しています。現在助成の対象になっている方には、７月下旬に郵送しています。
　まだ届いていない方がいましたら役場担当までご連絡ください。

子ども医療費助成事業 重度心身障がい者医療費助成事業

ひとり親家庭等医療費助成事業

●医療機関の窓口負担が０円になります。

　１８歳の年度末までの方が道内の医療機関で
受診した際、受給者証を提示することで窓口負
担が０円になります。ただし、容器代等の保険
適用外は除きます。また、対象とならなかった
医療機関等で受診した場合は、領収書を役場に
持参の上、医療費を請求してください。

　対象者は、身体障害者手帳の１～２級と３級
（内臓疾患のみ）、療育手帳「A」判定の方など
です。
　受給者証は、各医療機関で提示することで、
医療費の助成が受けられます。

※住民税課税で６５歳以上の一定の障がいがあ
　る方（障がい後期医療制度加入者）は、自己
　負担が１割となりますが、後期高齢者医療保
　険も同じ１割となりますので、受給者証は交
　付されません。

　ひとり親家庭で、１８歳未満の児童・生徒お
よびその児童等を養育している方が対象です。　
　進学等で、引き続き児童等を扶養する場合は、
20 歳未満まで対象となります（申請には在学
証明書が必要）。受給者証は、各医療機関に提
示することで、医療費の助成が受けられます。

問い合わせ先
　保健福祉課　国保係
　医療給付担当９番窓口
　☎７７―８３７９

秘境チミケップ湖エリアを
堪能スペシャル
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

問い合わせ先　住民企画課　企画係 14 番窓口　☎ 77 － 8374

第
88
回

　市街地から車でおよそ 30 分。未舗装の道路を進むと現れるのが、深い森に囲まれた秘湖「チミケップ湖」。
今から約一万年前に地滑りが起き、沢の水が堰き止められてできた湖と言われています。湖畔にある上級者
も多く訪れるキャンプ場「チミケップ湖キャンプ場」にはどんな人が？
　さらにキャスターが、チミケップ湖原始林公園の散策路を散策。湖のほとりに立つ、ミシュランガイドで
一つ星を獲得した静かなオーベルジュ「チミケップホテル」の渡辺シェフも登場。そのこだわりとは？
　小説の舞台にもなった、津別町が誇る秘境チミケップ湖エリアをご紹介します。

　この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月 1 回）す
ることで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふ
るさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10 年
後 20 年後の町民への財産とします。完成した映像は、町の Web
サイトや道東テレビ、YouTube 等で公開いたします。また、さ
んさん館、津別病院、道の駅あいおいに設置された「デジタルサ
イネージ（映像看板）」でも視聴することができます。※タウン
ニュースつべつは、ふるさと納税の寄付金により制作しています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》毎月末日
ごろ更新

北海道津別町仕事情報発信サイト

をぜひご活用ください！

ワーク IN	ツベツ	掲載事業所募集中！

ワーク ツベツIN
北海道津別町仕事情報発信サイト「ワーク IN ツベツ」では、豊富な写真で町
内の事業所を紹介しています。また、職場の雰囲気が伝わる働く人のインタ
ビュー記事やハローワークと連携した町内の最新の求人情報、求職者や事業者
の方へ向けたお知らせなどを掲載し
ています。町内の仕事情報をまとめ
て発信していくサイト「ワーク IN
ツベツ」をぜひご活用ください。

「ワーク IN ツベツ」では現在、掲載事業所を募集しています。
○掲載料は無料です。
○１時間ほどの取材で事業所の紹介と働く人のインタビュー記事 (現場の声 )を掲載します。
○求人情報はハローワークと連携して自動で更新されます。

「ワーク IN ツベツ」は移住促進と絡めて町内の仕事の魅力を広く発信していきます。
ぜひ掲載をご検討ください。詳しくは「ワークINツベツ」サイト内「当サイトをご利用の皆様へ」
をご覧ください。　　　　　　　　　　　　　ＵＲＬ　https://tsubetsu-work.com/message/

※ワーク IN ツベツは情報発信サイトです。人材の斡旋や仲介は行いませんのでご了承ください。

https://tsubetsu-work.com/

問い合わせ先
企画係　１４番窓口　☎７７―８３７４



広報つべつ　2024年 8月号広報つべつ　2024年 8月号 1819

ごみ広報 津別町・津別町環境衛生推進協議会
問い合わせ先　住民企画課　住民環境係　12番窓口　☎77－8377

８月のリサイクル回収を実施します

お供え物はお持ち帰りください

　もう一度着られる、使えるものを目安としてリサ
イクル回収を行います。
　汚れや臭いのひどいもの、破れているもの、濡れ
ているもの、布団、カーテン、和服一式、下着、靴
下などは回収できません。
※洋服を入れていた袋、油を入れていた容器は、　
　持ち帰っていただきます。

　これからお盆の時期を迎え、お墓参りに行かれる方が多くなりますが、お墓参りをされ
た後はお供え物や掃除道具は持ち帰るようにしてください。特にお供え物は放置している
と野生動物に荒らされる危険性が高いです。また山間の墓地では熊の餌場となる可能性が
あります。ご先祖様や家族の眠るお墓を清潔に保ち続けるために、気をつけましょう。

日　程　８月１７日（土）
時　間　午前９時～１１時まで
場　所　スポーツ交流館（旧島崎家具店）
回収物　●衣類　●バッグ　●靴　●子供服
　　　　●タオルケット　●毛布　●食用廃油

　今年で７９回目の終戦記念日を迎えます。
しかし、今なお広島・長崎の原爆の後遺症に
苦しむ多くの人たちがいます。核も戦争もな
い平和な世界は人類の願いでありますが、戦
争や紛争が繰り返されています。
　津別町は、平成１０年９月に右記の「非核・
平和の町宣言」を行い、核兵器の廃絶を訴え
ています。
　また、平成１４年には幸町の忠魂碑跡地
に「平和の碑」を建立し、
恒久平和の実現を願って
います。さらに平成２１
年に、連帯して世界恒久
平和の実現を願う「平和
市長会議（現・平和首長
会議）」に加盟しました。

「非核・平和の町宣言」の決議
　世界の恒久平和と豊かで安全な地域環境を守ること
は、全世界の共通の願いであります。
　この切なる人類の願いにかかわらず、今なおこの地球
上には大量の核兵器が蓄積され、核実験・核競争が行わ
れ、この脅威から解放されておりません。核兵器の使用
は地球を破壊し、すべての人類、すべての文明を破滅さ
せるものであります。
　世界唯一の被爆体験国である日本国民は、この過ちを
再び繰り返さないために、核兵器の廃絶を世界に訴え続
け、核競争に歯止めをかけなければなりません。
　愛林の町を宣言している私たち津別町民は、緑豊かな
自然と郷土を守り子孫に伝えるためにも、非核三原則の
作らず・持たず・持ち込ませずの理念を尊守し、恒久平
和の実現を願い、ここに「非核・平和の町宣言」をする。
　以上、決議する。
　平成１０年９月２５日　　北海道網走郡津別町議会

核のない平和な世界を願って

平成 14 年に建立
された「平和の碑」

年金ミニ知識
戸籍年金係8番窓口　☎77－8378令和６年10月から短時間労働者に対す

る被用者保険の適用範囲が拡大されます

　本年 10 月より「特定適用事業所」の範囲が、
総数 101 人以上から 51 人以上に拡大されます。
該当の事業所における短時間労働者は健康保
険・厚生年金保険が適用対象となります。
　対象となる事業所には、９月上旬までに日本
年金機構より通知される予定ですのでご対応を
お願いします。

【対象者】
　勤務時間・勤務日数が常時雇用者の４分の３
未満で、以下の全ての要件に該当する方は「短
時間労働者」に該当します。
　・週の所定労働時間が 20 時間以上
　・２か月を超える雇用の見込みがある

　・所定内賃金が月額 8.8 万円以上
　　（年収約１０６万円）
　・学生ではない

【必要な手続き】
　加入対象の短時間労働者がいる事業所は「被
保険者資格取得届」を日本年金機構に提出する
必要があります。

【問い合わせ先】
北見年金事務所　☎０１５７－２５－８７０３



〈公〉中央公民館〈農〉農業者トレーニングセンター 
〈町〉町民会館  〈さ〉さんさん館〈健〉健診ホール
〈温〉温水プール〈ふ〉ふれあい公園PG場

　3日（土） 　つべつ七夕まつり　午後３時～８時〈さ〉
　4日（日）    ［休日当番病院］ 美幌　田中医院　 ☎73－2913
  11日（日）    ［休日当番病院］ 美幌町立国保病院　 ☎73－4111  
  12日（月）    ［休日当番病院］ 美幌療育病院　 ☎73－3145 
  15日（木） 　つべつ納涼盆おどり大会　午後6時30分～9時
　　　　　〈津別神社境内〉
  16日（金）    よろず相談　午後1時～3時〈役場1階　中ホール〉
  17日（土）    リサイクル回収　午前9時～11時〈スポーツ交流館〉
　　　　　第4回つべつウッドロスマルシェ　午前9時～正午
　　　　　〈津別町木質バイオマスセンター〉
  18日（日）    ［休日当番病院］ 女満別中央病院　 ☎74－2181
  19日（月）    乳幼児相談会　午前 9 時～〈健〉
  25日（日）    ［休日当番病院］ 美幌　玉川医院　 ☎75－2780
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Ａ
Ｃ
４
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６
８
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２
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。
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。
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町長　佐藤多一

【212】
空
飛
ぶ
中
学
生

8月の予定

人口 4,018人（－7）  世帯 2,148戸（0）
男性 1,977人（－2）  女性 2,041人（－5）
高齢化率 45.69％　1,836人

令和６年6月末現在
（　 ）は前月比人の動き

①QRコード　
　から登録

②t-tsubetsu@sg-p.
jp（メールアドレス）を入力
し、空メールを送り登録

メールの登録方法 ＬＩＮＥの登録方法
QRコード　
から登録

メール配信システム「ささえねっと＠つべつ」へ
の登録をお願いします！

町の防災情報など大切な情報をお届けしています。 ※詳細は、町
ホームページを
ご覧ください。
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